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道
教
組
は
、
高
教
組

と
共
に
二
〇
日
の
午

前
八
時
一
〇
分
よ
り

第
三
回
目
の
「
二
〇
一

三
年
賃
金
確
定
交
渉
」

を
行
い
ま
し
た
。
賃
金

確
定
に
つ
い
て
要
求

を
訴
え
、
最
終
回
答
を

求
め
ま
し
た
。 

夜
通
し
一
一
時
間

の
待
機
を
得
て
、
道
教

組
は
西
野
委
員
長
、
新
保
副
委
員
長
、
椙
木

書
記
長
、
檜
山
か
ら
は
中
山
書
記
長
が
参
加

し
、
総
勢
五
〇
名
の
交
渉
団
で
臨
み
、
立
川

教
育
長
に
誠
意
あ
る
回
答
を
求
め
ま
し
た
。 

冒
頭
、
全
道
か
ら
集
め
ら
れ
、
思
い
の
こ

も
っ
た
署
名
一
三
一
六
筆
（
檜
山
八
九
筆
提

出
。
中
村
さ
ん
（
上
川
教
組
）
と
村
上
さ
ん

（
苫
小
牧
西
高
）
が
現
場
発
言
し
、
一
五
年

も
続
く
独
自
削
減
と
再
任
用
問
題
に
つ
い

て
、
現
場
の
リ
ア
ル
な
声
を
届
け
ま
し
た
。 

浮
い
た
三
八
億
円 

 

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
七
月
か
ら
更
な
る
独
自

削
減
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
大
き
な

理
由
と
し
て
、
「
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が

減
額
さ
れ
道
の
赤
字
財
政
が
増
え
る
。
そ
の

た
め
約
七
〇
億
円
分
を
道
職
員
の
給
与
で

補
填
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。
し
か
し
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と
、

交
付
税
の
減
額
が
当
初
の
予
想
よ
り
少
な

く
、
結
果
的
に
三
八
億
円
が
浮
い
た
形
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
組
合
側
は
「
一
五
年

も
独
自
削
減
が
続
い
て
い
る
。
今
年
も
七
月

か
ら
七
〇
億
円
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
浮

い
た
三
八
億
円
か
ら
、
少
し
で
も
給
与
戻
す

の
が
筋
で
は
な
い
か
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

二
つ
の
戻
し 

結
果
的
に
「
六
月
手
当
の
『
役
職
加
算
額
』

削
減
分
を
戻
す
」
「
今
年
の
四
月
～
六
月
の

給
与
削
減
０
・
５
％
を
戻
す
」
回
答
と
な
り
、

総
額
一
四
億
円
の
戻
し
に
な
り
ま
し
た
。
残

り
は
、
道
財
政
の
赤
字
補
填
に
使
わ
れ
ま
す
。 

闘
い
の
確
信
を
持
つ
こ
と 

こ
の
間
、
赤
字
財
政
を
立
て
直
す
た
め
と
、

独
自
削
減
を
続
け
ま
し
た
が
、
赤
字
は
解
消

さ
れ
ま
せ
ん
。
経
済
の
問
題
と
し
て
給
与
削

減
が
赤
字
削
減
に
有
効
な
の
か
行
政
に
強

く
再
考
を
求
め
ま
す
。
他
の
都
道
府
県
も
独

自
削
減
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
三
年
前
後
で
元
に
戻
し
て
い
ま
す
。
一

五
年
も
の
長
期
間
削
減
し
て
い
る
北
海
道

は
、
極
め
て
突
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
給

与
水
準
は
、
あ
え
て
行
政
が
よ
く
使
う
ラ
ン

キ
ン
グ
で
示
す
と
下
か
ら
四
番
目
で
す
（
但

し
、
平
均
年
齢
は
異
な
る
）
。
こ
れ
に
独
自

削
減
を
入
れ
る
と
、
下
か
ら
何
番
目
に
な
る

か
は
、
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
す
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
回
二
つ
の
戻
し
は
、

決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
闘
わ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
さ
え

も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
確
信
を
持
つ
こ
と
は
重
要
で
す
。 

生
の
声
を
伝
え
る
重
要
性 

 

道
教
委
が
行
う
教
育
行
政
が
「
現
場
で
は

ど
う
な
る
の
か
？
」
こ
の
現
場
で
の
「
生
の

声
」
を
机
上
で
考
え
る
行
政
に
伝
え
る
こ
と

は
、
重
要
で
す
。 

 

道
教
組
西
野
委
員

長
は
、
交
渉
の
中
で
、

道
教
委
が
配
っ
た
「
生

活
リ
ズ
ム
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
」
を
例
に
出
し
、

「
生
活
リ
ズ
ム
の
例

示
で
は
午
後
六
時
に

入
浴
・
夕
食
、
八
時
半

か
ら
十
時
ま
で
団
ら

ん
と
あ
る
。
教
職
員
の
平
均
残
業
時
間
は
月

九
一
時
間
を
超
え
て
い
る
。
五
時
か
ら
二
時

間
ぐ
ら
い
残
業
、
帰
宅
し
て
か
ら
○
付
け
な

ど
の
仕
事
を
小
一
時
間
も
し
て
い
る
。
そ
ん

な
現
状
を
考
え
る
と
、
と
て
も
教
職
員
の
家

庭
で
は
、
そ
ん
な
生
活
が
で
き
な
い
。
私
た

ち
教
職
員
に
も
、
本
当
に
そ
ん
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
労
働
条
件
を
考
え
て
欲
し
い
。

机
上
の
論
理
で
は
な
く
！
」
と
現
場
の
リ
ア

ル
な
状
況
を
訴
え
な
が
ら
、
交
渉
の
ま
と
め

を
行
い
ま
し
た
。 

た
た
か
い
は
続
く 

 

今
回
の
交
渉
で
、
協
議
保
留
に
な
っ
た
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
四
月
以
降
の
独

自
削
減
率
、
査
定
昇
給
制
度
導
入
の
検
証
、

現
給
保
障
の
継
続
な
ど
で
す
。
協
議
は
、
来

年
の
一
月
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、

署
名
や
要
求
書
な
ど
、
粘
り
強
い
取
り
組
み

が
重
要
で
す
。（
回
答
詳
細
は
裏
面
に
） 
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２つを戻す！ 

6月手当「役職加算額」削減分 

今年 4～6月の給料 削減 0.5％分（管理職以外） 

～
一
一･

二
〇 

第
３
回
賃
金
確
定
交
渉(

教
育
長
交
渉) 

終
わ
る
～ 立川教育長に生の声を

伝える組合員 

まだまだですが、 

たたかいの 

成果あり！ 

交渉のテーブルに着く道教組・高教組
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一
一
月
一
五
日
、

そ
れ
ぞ
れ
の
都
道

府
県
の
思
い
を
胸

に
、「
高
校
無
償
化

へ
の
所
得
制
限
を
ゆ
る
さ
な
い
！
一
一･

一

五
国
会
総
行
動
」
が
東
京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

檜
山
か
ら
３
名
（
買
手
、
白
山
、
中
山
）
が

参
加
し
ま
し
た
。 

憲
法
が
定
め
る
「
教
育
の
機
会
均
等
」
を

保
障
す
る
立
場
の
政
府
・
与
党
は
、
そ
の
後

退
を
意
味
す
る
「
所
得
制
限
」
を
力
づ
く
で

導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

文
科
省
前
の
集
会
で
は
、
そ
の
法
案
の
成

立
に
抗
議
す
る
声
を
一
斉
に
あ
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
各
都
道
府
県
か
ら
教
職
員
が
駆
け

つ
け
、
父
母
・
国
民
の
「
高
校
無
償
化
」
維

持
・
拡
充
を
求
め
る
声
が
い
っ
そ
う
強
く
な

っ
て
い
る
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。 

高
校
の
現
場
か
ら
は
、「
『
生
徒
の
中
で
も
、

お
れ
の
家
は
、
授
業
料
払
っ
て
い
る
、
お
ま

え
ん
ち
は
、
払
っ
て
な
い
で
し
ょ
』
な
ど
、

教
室
内
で
格
差
が
お
き
、
子
ど
も
た
ち
に
不

平
等
感
を
抱
か
せ
る
」
「
保
護
者
の
所
得
に

よ
っ
て
否
応
な
く
子
ど
も
た
ち
を
分
け
る

こ
と
に
つ
な
が
る
」
「
以
前
、
授
業
料
催
促

を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
『
取
り
立
て
屋
の
仕

事
じ
ゃ
な
い
か
』
と
苦
悩
し
た
。
『
収
入
額

の
確
認
』
作
業
で
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
現
場
の
懸
念
を

語
り
ま
し
た
。 

高
校
無
償
化
の
先
は
、
大
学
の
無
償
化
と

な
り
、
本
当
の
意
味
で
の
「
社
会
全
体
で
あ

な
た
の
学
び
を
支
え
ま
す
」
と
い
う
「
教
育

の
機
会
均
等
」
の
理
念
の
実
現
で
す
。
所
得

制
限
は
、
そ
の
理
念
か
ら
大
き
く
後
退
す
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
し
か
も
、
「
国
際
人

権
規
約
」
の
留
保
撤
回
を
し
、
「
日
本
も
、

高
校
、
大
学
と
無
償
化
を
進
め
て
い
く
」
と

世
界
に
宣
言
し
て
い
る
の
で
、
今
回
の
法
案

は
、
国
際
的
な
約
束
か
ら
も
大
き
く
後
退
し

て
い
ま
す
。 

国
会
の
論
戦
で
、
下
村
文
科
大
臣
は
「
お

金
が
あ
れ
ば
や
り
た
い
」
と
い
う
答
弁
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
不
足
の
三
〇
〇
億
円
で
す
。

そ
れ
は
、
「
年
収
三
〇
〇
〇
万
以
上
の
所
得

が
あ
る
人
に
一
五
年
前
の
所
得
税
を
か
け

れ
ば
、
継
続
は
可
能
」
な
の
で
す
。
九
一
〇

万
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
か
ら
授
業
料
を

徴
収
す
る
、
余
裕
の
あ
る
人
に
負
担
を
増
や

す
と
言
う
こ
と
な
ら
ば
、
前
者
の
方
が
よ
り

説
得
力
が
あ
り
ま
す
。 

集
会
の
後
、
こ
の
審
議
が
行
わ
れ
る
参
議

院
議
員
を
訪
ね
、
「
高
校
無
償
化
の
所
得
制

限
を
し
な
い
で
ほ
し
い
」
要
請
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。 

課  題 道教委（立川教育長）の回答 

１， 人事委員会 

勧告 

・平成２６年度の給与改定は、人事委員会勧告どおり実施する。 
・勤務実績に基づく昇給制度（査定昇給制度）は、引き続き、皆様方と十分に話し合ってまいりたい。

２， 道独自削減 

(ア) 今年６月ボーナスで４分の１カットした役職段階別加算額（８年以上で５％、２４年以上で

10％）」を元に戻す。（管理職は３分の１カットした額を元に戻す） 

(イ) 管理職以外の職員には、４～６月までの給料月額の削減率を 0.5％緩和する。 

⇒４～６月の削減率 4.5％が 4.0％に、３０才以下は 4.0％が 3.5％に、差額分を戻す。 
（参考値）①と②の合計で、５０代で２万数千円、３０代で１万円程度戻る見込みです。 

・４月以降の削減率については、４．２％を上限として継続協議。 

３，現給保障の継続 
・職員の受給状態などにも留意した上で、引き続き、皆様方と話し合ってまいりたい。 

⇒１月の賃金確定交渉へ継続協議 

４，再任用手当 

・住居手当と単身赴任手当を、すべての再任用職員を対象として支給する。 
 ⇒２つの手当を現在の再任用職員にも支給するが、「へき地手当」「へき地に準ずる手当」「寒

冷地手当」の支給については明言せず。 

５， 勤勉手当 

査定制度の検証 

・制度の円滑な実施に向け、これまで、制度の趣旨や内容の職員への周知、評定及び成績区分の判定

の際や職員への成績区分の通知時における留意点などを周知してきた。今後、これまで以上にその徹

底を図ることが必要。引き続き、「職員の士気向上」を図り「組織の活性化」に資するという制度の

趣旨が反映されるよう、市町村教委や校長から意見を聞くなどしながら、不断に検証し、改善してま

いりたい。 ⇒下線部分が回答に追加された。 

「
高
校
無
償
化
へ
の
所
得
制
限
は
ゆ
る
さ
な
い
！
」 

一
一
・
一
五
中
央
行
動 

政府は、国家安全保障（日本版ＮＳＣ）法案、秘密

保護法案を今国会で成立を目指しています。本丸は

平和憲法である「日本国憲法」を変えることでしょ

う。どういう判断をするにせよ、学んでから判断し

たいものです。「あのとき、勉強しとけば良かっ

た・・・」ということにならぬよう、今から少しず

つ学び合いませんか？（資料代としてチケット３０

０円です。）この機会に是非学びましょう。 

小森さんの熱弁の聴く会事務局 

（０１３９－５２－０８５８）中山まで

声をあげる白山副委員


